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ルディスカッション方式で議論を行った。その
際、聴講者からのリアクションペーパーの中から
いくつか質問をピックアップし、その場で議論に
反映させていただいた。当日はおよそ５０名の方
にご来場いただき、当企画は大盛況であった。残
念ながら来場できなかった方や関心のある方に向
けて、簡単ではあるが報告をしたい。

【企画を立ち上げた経緯・目的】（当日の P.P と原
稿を加筆修正した）
　本企画を立ち上げた経緯と目的をご説明しま
す。
　1 年前の 4 月に、A 学生が本大学に入学。
　A 学生は弱視のため、講義中に板書の文字が見
えない、パワーポイントの資料が見えない、映像
資料の字幕や情景が見えない等の困難さを感じて
いました。そこで A 学生は学生支援課に相談し
たところ、障害学生支援を行っている学生団体
の CSSO を紹介され、「ノートテイカー等奨学金」
の申請を勧められました。
　前期の間の講義支援は、CSSO の内部で支援学
生募集、人員配置、連絡、調整、謝礼金の受け渡
し等をやっていたため、負担が個人（CSSO の調
整係と A 学生）に集中していました。
　そのため、充分な支援ができない、課題の整理
ができないまま、前期が終わってしまいました。
　前期終了後の 7 月 8 月で課題を整理したとこ
ろ、2 つの課題が浮かび上がってきました。
① 　前期の支援は学生だけでやらざるを得ない状

況であった
②　支援における課題の共有ができていない
　①の問題点は、社会資源として存在していない
サポート（公的な支援マニュアル等がない状態）
を学生だけでまかなおうとすると、その内容や質
にムラや不安定さができてしまいます。そのため、

【本企画の概要】

　障害者権利条約批准に向け、障害者基本法が改
正された。それに伴い、障害のある学生へ合理的
配慮の提供に関して、全ての大学等に求められる
ようになっている。本学（日本社会事業大学）で
も 2012 年度 4 月に、視覚に障害のある学生が
入学したのをきっかけに、講義における支援を実
施している。障がい学生支援組織ＣＳＳＯという
学生団体が中心になり、支援者の募集やコーディ
ネート業務等を行った。しかし、支援を実際に行っ
ているうちに、様々な問題が生じ、学生だけで十
分な支援を行うことが困難になってきた。
　私たちは上記の経験を受けて、「よりよい障害
学生支援のかたち」を求め、本分科会を開催する
ことを決定した。まず、高等教育機関における障
害学生支援に関する研究をされている群馬大学の
金澤貴之准教授をお迎えし、基調講演をお願いし
た。さらに、本学の斉藤くるみ教授と辻浩教授よ
り、本学の障害学支援に関する報告をしていただ
いた。後半は、本学の教職員と共に「よりよい障
害学生支援のために」という題目に沿って、パネ
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ができました。改めて感謝を申し上げます。

　ことの発端は、視覚障害に限定されていました
が、体系だった視覚障害学生支援ができつつある
ので、視覚障害学生支援で構築されたリソースを
他障害にも活用できるのではないかと思っていま
す。
　本企画の目的としましては、
　・障害学生支援の全国的な動向
　・ 日本社会事業大学における障害学生支援の現

状
　を理解していただき
　・よりよい障害学生支援とはどういうものなの
か、具体的なイメージを提案・共有できればと思っ
ています。
　以上で、本企画を立ち上げた経緯と目的につい
て、終わらせていただきます。

【ゲスト講師による基調講演】
　続いて、ゲスト講師の金澤貴之准教授から、障
害学生支援の全国的な動向について講演していた
だいた。
　金澤氏は、主に聴覚障害児教育・聴覚障害者支
援関連の研究を行っており、10 年ほど，聾学校
幼稚部での手話の導入をめぐる議論に関する研究
を続けられている。その一方で，最近は大学での
聴覚障害学生支援，聾重複児の教育等の研究も進
められている。金澤先生が平成 12 年 4 月に群馬
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学校側が社会資源を活用できるような力を学生と
一緒に作ることが必要であることを感じました。
　②の問題点は、「障害学生」「CSSO」「大学」の
３機関の役割が縦割りになっていたこと。パワー
ポイントの四角で囲った図のように、それぞれ
ミーティングは定期的に行われていたのですが、
同じテーブルで顔を合わせることをしてきません
でした。
　そのため、対応が個別対応になり、その場しの
ぎの対処で終わってしまい、①②のような状態が、
2012 年度の前半は慢性的に存在していたという
状況でした。

　そこで、2012 年 11 月から、週 1 回、学生支
援課の担当職員と障害学生と CSSO の担当者が一
同に集まって、ミーティングを行うようにしまし
た。そうすると、支援に関する問題点や課題が三
者に共有されるようになり、すこしずつ新たな社
会資源を使ったり、協力して支援を行うことがで
きてきました。例えば、大学図書館と連携し、清
瀬市にある「声のボランティア」という団体に依
頼し、図書館にて対面朗読サービスを使えるよう
になったことなどがあります。
　このように、ようやく障害学生支援がスタート
ラインに立ったと私たちは感じています。しか
しながら、課題は全て解決されたわけではなく、
さらによりよい支援の形を提案できればと思い、
様々な方の協力の上で、本分科会を企画すること
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大学に赴任してからは、障害学生支援室の組織体
制構築に尽力され、平成 22 年度には障害学生支
援室の組織化が実現した。

　金澤氏から障害学生支援に関わる法行政の動向
について、解説いただいた。特に、［改正障害者
基本法］の第 4 条に関して「社会的障壁の除去
は（中略）その実施について必要かつ合理的な配
慮がなされなければなら」ず、大学等における合
理的配慮とはどういうものであるか、［障がいの
ある学生の修学支援に関する検討会報告（第一次
まとめ）］を提示しつつ、具体的に説明した。
　さらに、［第一次まとめ］には支援体制に関す
る提言も示されており、そのための要件として以
下の項目を挙げた。
　1．学長がリーダーシップを発揮　
　2 ．大学等全体として専門性のある支援体制の

確保

　3．学内の役割分担を明確化
　具体的には
　1) 　障害学生の支援を専門に行う担当部署の設

置
　2) 　人員配置（専門性のある専任教職員，コー

ディネーター，相談員，手話通訳等の専門技
術を有す支援者等）

　3)　学内部署との連携
　ほかにも・学生相談に関する部署・施設、保健
管理に関する部署・施設、学習支援に関わる部署・
施設、障害に関する様々な専門性を持つ教職員
　このほかに学生支援者について［第一次まとめ］
では、「学生を支援者として活用することを肯定
しつつも「一部の学生に過度な負担がかかること
や支援に携わる学生と障害のある学生の人間関係
に問題が生じる場合があること」に留意すること
と明記されていることに関しても言及があった。
　次に、「なぜ組織的支援が必要なのか」につい
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て説明があった。組織的支援というのは、担当者
が変わっても、どの学部や選考でも、基本的には
同質の支援が得られることが保障されているとい
うことであり、そのために必要なのはルールと予
算である。つまり、実施すべき内容、権限と責任
の所在がひとまず明示されていることと、新しい
取り決めが必要になった際、どこで誰が決めるの
かが明示されていること、必要な予算の学内措置
がなされていること（毎年，そのつど学長裁量経
費を申請したり、外部予算に頼るのではなく）が
必要であるということである。また「組織化」に
おいて留意すべき課題を挙げた上で、「社会事業
大学に求めること」について、第一次まとめに記
載されているレベルは最低条件で、目指すべきは
その先、「社会事業大学の理念が見える組織体制
を」とのことであった。社会福祉のトップであり、
厚生労働省による社会事業学校等経営委託費とい
う公的助成を受けているため、大学としての「社
会的責任」がある。障害者雇用の好事例が参考に
なるモデルで、「企業の社会的責任（CSR）として」

「善意としてではなくコンプライアンス（法令遵
守）として」「義務、負担としてではなく、戦力
として」障害学生支援を捉える必要があるだろう。
　講演全体を通して、障害学生支援体制の組織化
が重要な意味を持つこと、それから、日本社会事
業大学が目指すところの支援について、先を見据
えたモデルが提案された。

【日本社会事業大学における障害学生支援の現状】
　斉藤くるみ教授と辻浩教授より、日本社会事業
大学における障害学生支援の現状という題目で講
演していただいた。まず、日本社会事業大学の聴
覚障害学生の情報保障について尽力してこられた
斉藤教授に、同大学における聴覚障害学生の支援
を中心に報告していただいた。現在のように、障
害があっても大学に入学できる時代では無かった
頃から、同大学は積極的に障害学生を受け入れて
きた歴史がある。現在も多くの学生（聴覚障害学
生支援のノートテイカー等）による協力のおかげ
で障害のある学生も学ぶことができているとの報

告であった。
　次に、辻教授より 2012 年度から行われている
視覚障害学生支援をもとに学生から提出された

「意見書」（文末に記載した）を受けて、学校側の
回答内容等を中心に報告していただいた。このよ
うな要望を出してくれるのは非常に有り難いこと
であり、「意見書」等の学生の声を受けて、ディ
プロマポリシー等に反映したとの報告があった。
また、「意見書」に記載されてある事項に関しては、
8 割ほど解決したのでは、と考えている。これか
らも学生から更なる意見を聞きながら、善処して
いきたいとの旨であった。

【パネルディスカッション】
　５分間の休憩の後、斉藤教授・辻教授からの報
告と会場のリアクションペーパーの中から、金澤
氏に問題提起していただき、ディスカッションに
入った。ファシリテーターは金澤氏、パネリスト
は辻教授、斉藤教授、学生支援課の木原課長。
　結果的に時間が足りないほど白熱した議論とな
り、全てを記録することは難しいため、企画終了
後に回収したアンケートとリアクションペーパー
に記載されたコメントから一部抜粋する。
・ 学生さんが積極的に活動されていることが分

かってよかったです。
・大学の主体性を期待したい。
・トラブル対応等、明文化の必要性は私も感じた
　（規約など）。
・ 運動障害や発達障害、学習障害等の支援もして

ほしい。
・障害学生の困り感が見えていない。
・ 社大にもスーパーバイズが必要だと思います。

もっと外の社会資源などを活用する工夫を期待
します。（この分科会を実施したことは）より
良くするためにやっていることで、すごい勇気
だと思います。

・ 学生の説明（現状や課題）がわかりやすかっ
た。

・ 障害があっても同じような学校生活を送れるよ
うに支援（組織的に）をしてくれるのはとても
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すごいことだなと思いました。
・ こういった企画は全国的に見ても、PEPNetや

JASSOの他になかなかないので、障害支援のあ
り方を考える機会の提供や障害学生支援の啓発
という観点でも、どんどん進めてほしい。

・ （ディスカッションにおいて）金澤先生と大学
側の温度差を感じた。

・ 臨機応変に対応できるのが社大の良さだと思っ
た。

・ 支援者側の視点を中心にした分科会の展開は面
白かった。

・この内容を今後とも継続してほしい。
・ 学生の学ぶ権利をまもってくれているのはとて

もありがたい。
・ 障害学生支援の歴史と厚みと問題点がよく理解

できました。

・ 今後、先生方が他大学を参考にしながらも先駆
的な取り組みを行ってくださることを期待しま
す。

・ まさに数年前、障害学生支援の（大学に対し
て）交渉を担当していました。当時の活動が今
も継続され、このように発展したことのうれし
さと、「一部の学生に負担が集中している」と
当時大学に伝えたことが、まだここに書かれて
いることに対して残念な気持ちになりました。
学生の努力に頼らない支援という、客観的評価
や根拠の数値化が難しい中で現場をまとめ、連
携がスムーズに行える組織マネジメント力は
（福祉の）現場でも求められています。組織体
制をどのように構築すべきか今後ぜひ談義して
いただきたいです。
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